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港区では、魅力ある観光ルートを発掘するため、テーマや地域特性を盛り込んだ区内のお薦めコースを公募し、「観光ル

ートコンテスト」を行いました。今回は総合グランプリを受賞した「心を洗い、食を堪能し、湯に浸る江戸情緒の旅」をご紹介

いたします。

 

増増増増上寺上寺上寺上寺



まずは芝の増上寺を訪ねます。徳川将軍家が菩提寺としたこの寺は、徳川家康公の手厚い保護を受け隆盛を極めまし

た。葵の紋があちらこちらに見られる境内では、国の重要文化財である三解脱門（三門）や黒門、東日本で最大級といわ

れる大梵鐘が収められている鐘楼堂など、歴史ある建造物を楽しむことができます。

日曜大殿日曜大殿日曜大殿日曜大殿説説説説教教教教

大殿では、毎週日曜日の朝９時より「日曜大殿説教」が開かれています。説教と聞くと

敷居の高いイメージがありますが、誰でも気軽に参加できるそうです。終了後には談

話の場が開かれ、布教上人と話をすることも可能。日曜日の朝、説教で心を洗い、フ

レッシュな気分で散歩をスタートしてみてはいかがですか。

 

 
▲増上寺のシンボルとも言える、東

京都内最古の建築物、三門。

芝公園芝公園芝公園芝公園

芝東照宮芝東照宮芝東照宮芝東照宮

増上寺を出て右手に進むと、木々の中にひっそりとたたずむ芝東照宮があります。も

とは増上寺内に建てられた徳川家康を祭神とする社殿（安国殿）でしたが、明治初

期、神仏分離のため増上寺から切り離され、現在の芝東照宮となりました。境内には

家光の手植えと言われる大きなイチョウの木もあり、徳川時代から変わることなく枝葉

を茂らせています。

そこから細い道をたどり芝公園へ入ります。ここは日本で最も古い公園のひとつ。明

治６（１８７３）年の太政官布達で、上野、浅草、深川、飛鳥山と共に公園に指定されま

した。歴史が古いだけに園内の木々は大きく、「都会のオアシス」と呼ばれるのも納得

です。

 

 
▲「66州の国を永く守るために」との

家康公の遺言で、66畳敷の大きさ

に建てられた芝東照宮。

芝丸山古墳芝丸山古墳芝丸山古墳芝丸山古墳

少し奥に歩いて行くと、芝丸山古墳が現れます。これは全長１００ｍを超える、都内で

は最大級規模の前方後円墳。芝公園自体が、標高約16ｍという台地にあるので、そ

の上に高く土が盛られている古墳の頂上は、ちょっとしたビューポイント。増上寺や東

京タワーを、いつもとは違った視点で見ることができます。

そこから桜田通りを通り、坂の多い麻布狸穴町へ行ってみましょう。この付近、江戸時

代のころは竹林に覆われ、狸が多くいたとか。地名もそこから来ているようです。

 

 
▲芝丸山古墳上にある円山随身稲

荷は増上寺の裏鬼門に位置する。

麻布十番麻布十番麻布十番麻布十番

続けて麻布十番へと足を延ばします。「麻布十番」の由来は延宝３（１６７５）年、古川

の改修工事の際、この辺りが10番目の工区であったためと言われています。戦前は

東京でも屈指の繁華街でしたが、戦火によってすっかり街並みが変わってしまったそ

うです。しかし現在でも老舗が多く並び、六本木ヒルズが目と鼻の先とは思えない情

緒溢れる雰囲気を保っています。

 

 
▲昭和８（1933）年頃の麻布十番。

人力車の姿も見える。

十番十番十番十番稲稲稲稲荷神社荷神社荷神社荷神社



まず、港区の七福神をすべて乗せた宝船が祀られている「十番稲荷神社」を訪ねます。境内には石の蛙（ガマ）の像もあ

ります。このガマには、池の水を吹きかけ大火を消したという言い伝えがあり、火の災難から守ってくれるとされていま

す。

その後は「麻布十番大通り」を歩いてみましょう。通り沿いには長い歴史を誇る店が軒を連ねます。

そんな老舗のひとつ、「豆源」は、慶応元年（１８６５）創業の豆菓子店です。江戸時代のころから、香ばしい炒りたての豆

で庶民に親しまれてきました。最近、現代風な外観の支店を同商店街に出し、若者の人気を博しています。

麻布十番の老舗と言えば、「元祖浪花家総本店」を忘れてはいけません。この店は明治42（１９０９）年創業、昔ながらの

伝統製法で作るたい焼き店です。現在は店舗建て替えのため、最近オープンしたNaniwaya Cafeの一角でたい焼きを販

売しています。週末は混雑しますが、普段は静かとのこと。近くに住む人々も足繁く通う、伝統の味を堪能してみてくださ

い。

きみちゃんきみちゃんきみちゃんきみちゃん像像像像

麻布十番稲荷前の交差点から始まる通りをしばらく歩くと、パティオ十番広場に出ま

す。その一角には微笑みを浮かべ遠くを見つめる「きみちゃん像」。童謡「赤い靴」のモ

デルになった少女「きみちゃん」の記念碑です。

実はきみちゃん、曲の中で歌われたように外国に渡ることはなく、麻布十番の孤児院

で９歳の生涯を閉じました。そのことを知った商店街の方々が「ゆかりの地に、記念の

ものを作りたい」と有志を募り、この像ができたのだそうです。

「きみちゃん像」完成の日、誰かがこの像の足元に置いた18円。そこから始まったチャ

リティーの輪は現在も続き、集まった募金は全額ユニセフなどに寄付されています。

 

 

 
▲「赤い靴はいてた女の子」の歌詞

で有名な童謡「赤い靴」の女の子、

きみちゃんの像。

麻布十番麻布十番麻布十番麻布十番温温温温泉泉泉泉

最後は麻布十番温泉へ。地下５００ｍから湧き出る天然の温泉は茶褐色。塩化ナトリ

ウム、炭酸水素ナトリウム、カルシウム、マグネシウムなどが含まれ、神経衰弱、切り

傷、やけど、慢性皮膚病や不眠症に効果があります。ゆっくり温まったら、50畳もの広

い休憩所でたっぷりと疲れを癒しましょう。
 

 
▲1階は温泉、3階は宴会場も備え

る大広間がある。料金は大人1260

円、子ども630円。

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


